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聽 器 組 織 標 本 檢 査 中 偶 然 に 發 見 し た る

聽神 經 腫 瘍 の2例

醫 學 士　福 武 豊 次

醫 學 士　水 河 忠 敬
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余等は人體聽器の組織標本檢索中,偶 然蝸

牛殼内神經末梢部に限局して存在せる腫瘍の

1例 並に内聽道内前庭神經部に存 し,生 前何

等臨床症状を示さなかつた聽神經腫瘍の1例

を發見したので報告 し,文 献の一資料とした

い.

第1例　 結核性腹膜炎 にて死亡 した る33歳

の男子.腫 瘍は右側蝸 牛殻第2廻 轉に於 て蝸

牛骨軸に接 し,鼓 室階 中に現はれた る球状 の

小腫瘍 である.組 織所見は「エオヂ ン・ヘマ ト

キ シリン」染色 にては表面は1層 の扁平上皮

にて覆はれ,内 部は多數の楕圓形乃至圓形の

核 を有す る細胞 並 に 微細 なる纖維 よ りなる.

此等細胞核 は「クロマチ ン」中等量細粒状 に現

はれ,原 形質は境界不鮮明に して一部纖細 な

る纖維に移行せる像 を認める.尚 ほ所々に纖

維の横斷面と思はれる中心稍々透明なる小管

状體多數に存在す.蝸 牛骨軸に接 したる部分

の纖維 は ローゼン タール氏管丙の纖維 と骨壁

内間隙 を通 じて連絡せ るを認む.腫 瘍に接 し

たる ローゼンタール氏管 内には鼓室階骨壁 に

接 し,此 の部に基底を有する半圓形の他の部

分に比 し「エオヂン」に稍 々濃染 した る部分が

ある.此 の部は稍 々細胞 に富み,此 の部 の細

胞は細長 き 「ク ロマチ ン」含有量多き核 を有

し,原 形質は境 界不鮮明に して漸次纖 細 なる

纖維に移行せ るを認む.而 して此等纖維 は他

の部分 の神經 纎維 に比 し稍 々太い.「 オ スミ

ウム」酸 二次 染色 に よ り髓 鞘染色を行ふに,腫

瘍 内纎維 並 に 此 部の纎維 は靑 色に染色 さる.

腫瘍附近の神 經 纎維,神 經節細胞 には變化 な

く,他 の迷 路内組織 は全 く異常 を認め ない.

第1圖　 (第1例)

第2圖　 (第2例)

第2例　 腦炎にて死亡 したる64歳 の女.腫

瘍は内聽道内前庭神経の部分,即 ち上前庭神

經節細胞 と下前庭神 經節細胞との 間にあり.

腫瘍の大さは約280μ.腫 瘍の組織所見は紡錘

形或は楕圓形の細粒状「クロマチン」を中等量

に含有する核 を有 し,原 形質は境界不鮮明に

して微細なる纖維 よりなる細長き細胞竝 に此

等細胞より分化せ る纖維束 よりなる.此 等細

胞は所々に密集 して束 をな し,又 不規則 なる
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渦 状 をな して ゐる.ヴ ア ンギー ソン氏染色に

ては繊維 は黄色 に染色され,定 型的の 「ノイ

リノーム」の所見であ る.前 庭内末稍部組織

には變化 を認 めない.

扨 て聽神 經は他の腦神 經 に比 し腫瘍 の發生

を見 る事多 く,所 謂聽神 經腫瘍 と して從來 よ

り多數 の報告 を見 る所 である.然 し乍 ら余等

の第1例 の如 く迷路 内に限局 して認 められた

る報告例 は極めて稀 に して,O. Mayer, Nagel,

 Schwartze, Schwabach, Langeの 報告 を見

るのみである.即 ちO. Mayerの 例 は レツ ク

リングハ ウゼ ン氏病患 者に於て兩側迷路,即

ち蝸牛殻並 に前庭に於 て全 く左右對稱 の位置

に多發性 に認 められた.組 織所見 は レツ クリ

ングハ ウゼン氏の所謂神 經纖維腫 と認 められ

る ものであ ると記載 してゐる.Nagelの 例は

聾患者 の剖檢 中に認 め られ た る もの で あつ

て,基 礎〓轉上半部 の螺旋纖 經節 の部分 よ り

發 生 し,骨 螺旋盤内 を充た し,一 部 は余の第

1例 の如 く鼓室階中に球状 をな して突 出 して

居 る･組 織的 には レツ クリングハ ウゼ ン氏 の

神經纎維 腫 と認む可き もので あつ た と記載 し

て居 る.

Schwabach, Schwartzeの 例 は腦 膜炎性迷

路炎患者で,骨 竝 に結 締組 織 を 以 て 充 た さ

れ た る前 庭 内 に認 め られ た るものである.

Langeの 例 は迷路炎 を經過 した る者の前庭竝

に内聽 道内に認 め られた るもので,何 れ の例

も組織的 には炎症 に よリ變性 した神 經 纎維 の

再生 によ り生じたる切 斷神 經腫 と認 められ る

もので あ る と記 載 してゐる.余 等 の例 はO.

 Mayerの 例 と異 な り,全 く單獨 に發生せ る も

ので全身的 に もレツ ク リン グ ハ ウゼ ン氏病

の所見 な く,又 他の諸例 と異 な り迷路内竝に

腫瘍周圍組織 には全 く炎症所見は認 め られな

かつ た.本 例 は果 して眞 正腫瘍 と言ひ得 るや

否や疑問 なる も,組 織所見 に於 て多數 の髓鞘

を有 す る神經纎維竝 に シユワン氏細胞 と思 は

れ る細胞 を有 する所 よ り して腫瘍 とすれぼ神

經腫 と謂ふ可 きもの な らん.

第2例　 は前述 の組織所見 より所謂 「ノイ リ

ノーム」 と呼ばれて ゐる ものに一致する.本

例 の如 く全 く生前 何等の臨床症 状 な くして内

聽 道 内 に腫 瘍 を認 めた る症例は,Croweが

250例 の聽 器標本檢査 中6例 認 めた と 報告 し

てゐ る.即 ち中4例 は本例 と全 く同樣の場所

に認め られた る「イ ノリ ノーム」で ある.他 の

2例 は蝸牛殼神 經に於て認 められた るものに

して,1例 は「ノイ リノーム」,1例 はAngio

matose Geschwulstと 記 載 してゐ る.從 來聽

神 經腫瘍の發 生部位 に就 ては色 々の疑問が あ

り,又 實 際手術或 は剖檢 に よ り得た る材料に

於ては既 に進 行せ るが 故に原發部位 を確 める

事 が 出 來 な い事 が 多 い.然 しHenschen,

 Cushing等 の如 く,恐 ら くは前 庭神 經 よ り

發す る もの ならん と 考へて ゐる 學者が 多い.

Croweの 例及び本例 は聽神 經 腫瘍 の發生部 位

に對 する一研究資料 となるもの と言へ よ う.
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